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マスティンク ジエルの抗菌力評価 (2 )

マステ ィックの抗菌スペ ク トラム測定

【方法】

本試験で用いた使用菌株は以下のとおりである。
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くA - 1 > マスティックオイルの寒天培養法によるM IC 減1定

マスティックオイルをエタノールで 20% に溶解させた。エタノールで 10、5、2 5、1 25、0 63、

0 3 1、0 15 0 08 0 04% に希釈 し、それぞれの希釈液を0 5g をシャ
ーレに入れた。

滅菌後 50℃に保温した、0 5% 酵母エキス(D iFc。)、5% メンヨー無菌脱繊血添加ブレインハー ト

インフュージョン寒天培地(D ilco) 9 5g を加え、シャ
ーレ内でよく混ぜ、それぞれマスティンク

オイル濃度が、0 5、0 25、0 13、0 063、0 031、0 0 15、0 008、0 004% のシャー レを作成した。

(高濃度のものは自濁していたが、そのまま使用) コン トロールとして、エタノールを使用し同

様のシャーレを作成した。

同様に、C P 寒天培地、普通寒天培地、G郷 [寒天培地によるマスティックオイル配合シャーレ

を作成した。酵母エキス、メンヨー無菌脱繊血添加プレインハー トインフュージョン寒天培地

は、P oIPhyrom onas gin glvah s、G P 寒天培地は真菌、普通寒天培地は好気性細菌、G 畑 4寒天

培地は嫌気性;細菌の菌液を接種した。好気性細菌は 35℃、通性嫌気性細菌は 5% C 0 2、35℃、

偏性嫌気性細菌は、アネロパックを使用、35℃、真菌は 25℃で培養した。

(培養時間は、18 時間から3 日)

生育後、それぞれのシャーレの生育状態をコントロールと比較した。



< A - 2> 微量液培養法によるM IC 測定

原料のIC 50 を微量液体培養法により算出した。

マスティンクオイルをエタノールで 20% に溶解後、滅菌水で2 倍希釈系列を作成した。カンノ

ウエキス、メイアタレファーパウダーは、滅菌水で 10% 液を作成し、そのほかは原液のまま、減

菌水で2 倍希釈系列を作成した。

好気性細菌にはニュー トリエントプロス、嫌気性細菌にはC A M ブイヨン、Porphylolllonas

glng市述s には0 5% 酵母エキス(D lfco)添加ブレインタヽ
― トインフュージョン寒天培地lD ifcθ、

真菌には6 P ブイヨンを、希釈サンプル 10μlに対し、90μl添加した。好気性細菌は35℃、通

性嫌気性細菌は 5% C 0 2 下、35℃、偏性嫌気性細菌は、アネロパックを使用、35℃、真菌は 25℃

で培養した。

(培養時間は 18 時間から3 日)

【結果】

募々マスティック抗菌力液1定

宇々1>  寒天培養法によるM IC 測定 (50% オイル)
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4 2>  微量液体培養法によるIC 50 (% ) (503/aオイル)

(追試を行なつていない箇所あり。)


